
第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

畑作業と体操、座学を通じた学習が、知的障がいの
ある⻘年の認知発達に与える影響について

○外⼭ 純
（NPO法⼈ユメソダテ理事、よむかくはじく有限責任事業組合代表）

前川 哲弥
（NPO法⼈ユメソダテ理事⻑、株式会社夢育て代表取締役）
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概要

•半年間のプログラムが受講生6名の認知発
達に与える効果を測る

•開講当初にプレテスト（2022年10月実施、1
名のみ2023年2月実施）と、半年後にポスト
テスト（2023年4月～6月）を実施。
•「レイ複雑図形検査」と「レーヴン色彩マト
リックス検査」
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レイの複雑図形検査
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レイの複雑図形検査 検査方法・採点方法

１.受講生に右
の複雑図形を
見せて、これを
模写するように
指示。

［模写課題］

ペンの色を変
えさせ、描き順
をみる。
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レイの複雑図形検査 検査方法・採点方法

２.レイの図を隠して3分置いてから、記憶をも
とにレイの図を描画するように指示。

［再生課題］

ペンの色を変えさせ、描き順をみる。
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レイの複雑図形検査 検査方法・採点方法

レイの図の18の部分それぞれに対し、

•形と位置が共に正しければ2点、
•一方のみ正しければ1点、
•形が不正確で位置が違うときは0.5点、
•描かれていなければ0点

（18の部分×2点＝36点満点で採点）。
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レイの複雑図形検査 検査方法・採点方法

18の部分のうち、
図全体の構造を
つくる４つの部分
（右図赤線部）の
みについても採
点

（4ヶ所×2点＝8
点満点で採点）。
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［模写課題］

主に入力段階の認知機能に関係

「3. (後で思い出しやすくしたり、2つのものを
区別したりするために)考えているものに適切
な名前をつける」

「4. 縦横の枠の中で、2つのものの空間関係
(前後や左右など)を理解する」
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［再生課題］

主に精緻化段階の認知機能に関係

「4. 多くのことを頭の中で覚えておくために頭
の中を整理整頓する」

「5. さまざまな情報を頭の中でつなげ、全体
像をつかむ」
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プレテスト1回とポストテストを2回

•1回目のポストテストの後に、受講生全員で
どうすればレイの図を上手く覚えられるか議
論し、言語化を図って、2回目のポストテスト
に臨んだ
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レイ複雑図形 被験者平均 全体

12
保持率＝ 再生課題の正答率÷模写課題の正答率



レイ複雑図形 考察

•［模写課題］と［再生課題］の両方の成績が
上がっている

•受講生は入力段階と精緻化段階の両方の
認知機能が伸びているといえるだろう

•ポストテスト２では保持率が顕著に上昇。言
語化が記憶課題には有効。
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レイ複雑図形 被験者平均 構造部分

14



レイ複雑図形 考察

•ポストテスト1の構造部分の保持率が急上昇

•受講生が認知戦略の応用により構造部分を
より鮮明に記憶できるようになったからでは
ないか。
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レイ複雑図形 Aさん
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右下の円グラフ：正答率



レイ複雑図形 Aさん

•プレテストの［再生課題］では、まるでみかん
箱からみかんが転がり出たよう

•「あっ」とつぶやいてから対角線を描いた。
•構造部分に対する意識の萌芽が見られ、全
体の構造を捉える力が大きく伸びている。

•保持率が非常に高い。言語化の習慣が、A
さんの記憶力を高めているのだろう。

•分析力を伸ばす必要がある。
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レイ複雑図形 Bさん
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レイ複雑図形 Bさん

•［模写課題］、 ［再生課題］とも全体の形を掴む
力の成長が見られた。

•線の向きが弱点。レーヴン色彩マトリックス検
査でも。

•入力段階の「4. 縦横の枠の中で、2つのものの
空間関係(前後や左右など)を理解する」能力や、
「7. 情報を正確に集めたい気持ちを持つ」こと
に課題。引き続き点群などの教材などに取り組
むとよい。
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レイ複雑図形 Cさん
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レイ複雑図形 Cさん

•入力段階の認知機能が向上。構造部分であ
る長方形らしきものが見え始めている。

•プレテストの［再生課題］で構造部分である
長方形が描かれてたが、ポストテスト1では
消えてしまった。

•描き順を視覚的かつ言語的に媒介したポス
トテスト2では、大幅な改善が見られた。言語
が得意であることが反映されたのだろう。
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レイ複雑図形 Dさん
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レイ複雑図形 Dさん

•ポストテスト１ ［模写課題］ 、［再生課題］とも
長方形に特別な注意を払っていることがわ
かる。

•記憶の方法が課題。入力段階の「3. 適切な
名前をつける」ことをしていなかったのだろう。

•すべての部分の言語化を図った後のポスト
テスト2の［模写課題］では大いに改善。
•事情により残念ながらポストテスト2の［再生
課題］を受けていない。
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レイ複雑図形 Eさん
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レイ複雑図形 Eさん

•ポストテスト1で構造部分である長方形が現
れ、［再生課題］でも保持された。

•保持率が良いので、入力段階の認知機能を
向上させることが認知機能全体を底上げす
る近道になるだろう。

•全体と部分の関係性を考える、分析的思考
を向上させる訓練が有効。

25



レイ複雑図形 Fさん
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レイ複雑図形 Fさん

•プレテストの段階から［模写課題］の成績が
良い一方で、［再生課題］の正答率が低い。

•入力段階の「5. 全体像をつかむ」能力に長
けているが、精緻化段階の７番など記憶に
関する機能が弱い。

•記憶に関する課題は、ポストテストで大きく
克服された。特にポストテスト2では、十分な
言語化によって記憶保持率が上昇。

•Dさんと同様、言語化が記憶を大いに助けて
いる。
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レーヴン
色彩マトリックス検査
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レーヴン色彩マトリックス検査
検査方法・採点方法

•全36問 1問につき1点、36点満点
•12問ずつシリーズA、シリーズAB、シリーズB
と3つのシリーズに分かれている。
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［シリーズA］

•マトリックスの欠
如部分に一致す
る図形を探す問
題

•入力段階の「8. 
2つ以上の情報を
同時に考える」
能力など
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［シリーズAB］

•マトリックスの一部を
構成する選択肢を探
す問題

•精緻化段階の「5. さ
まざまな情報を頭の
中でつなげ、全体像
をつかむ」能力など
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［シリーズB］

•縦横の関係を理解し空
欄を推論する問題

•入力段階「8. 複数情報
の同時使用」
•精緻化段階「3. 自発的
比較」「8と９. 仮説推
論）」
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レーヴン色彩マトリックス検査 被験者平均
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レーヴン色彩マトリックス検査 考察

•［シリーズAB］と［シリーズB］での上昇が明ら
か

•［シリーズB］で正答率が上昇しているのは、
受講生が以前より適切に仮説演繹的推論を
行えるようになってきていることを示している。
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受動性とは

•上部のマトリックスの
一部と同じ図形を選
んでしまうこと

•入力したものをそのま
ま出力。精緻化という
能動的な思考をして
いない。

•問題を能動的に考え
るようになった受講生
が増えた。
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レーヴン色彩マトリックス検査 Aさん
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レーヴン色彩マトリックス検査 Aさん

•レイの複雑図形検査と同様、全体像を把握
することが求められる［シリーズAB］で特に
得点が上がっている。

•精緻化段階の「5. 全体像をつかむ」能力が
高まった。

•［シリーズB］も得点が上がっており、抽象的
な思考で成長が見られる。

•受動性が大きく減少。能動的に考えるように。
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レーヴン色彩マトリックス検査 Bさん
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レーヴン色彩マトリックス検査 Bさん

［シリーズA］、［シリーズB］で上昇。
•入力段階の「8. 複数情報の同時使用」が要
求される問題で正解できるようになった。

•ケアレスミスが減った。入力段階の１番や精
緻化段階の１番が高まった。

•レイの複雑図形検査と同様に、線の向きを
間違えたことによる誤答がよく見られた。入
力段階の「4. 空間関係」を高める訓練が有
効。
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レーヴン色彩マトリックス検査 Cさん
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レーヴン色彩マトリックス検査 Cさん

•この検査では、全体マトリックスの一部と同
じ図形が選択肢として現れることがあり、こ
れらを選ぶと誤答になることが多い。（受動
性）

•Cさんは教えられることなくこれに気づき、消
去法で正答を導いた。

•このことで、受動性は48%から24%に大幅に
下がった。
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レーヴン色彩マトリックス検査 Dさん
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レーヴン色彩マトリックス検査 Dさん

•［シリーズA］で正答率が大きく下がり、受動
性も上がってしまった。

•［シリーズAB］では得点が上がった。全体の
構造を把握する力が伸びたと言える。

•プレテスト時から、解答後に自己修正して正
解に至る姿が見られた。解答の振り返りが
できているということ。精緻化段階の１番や８、
９番「仮説演繹的思考」が本人の中で高い。
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レーヴン色彩マトリックス検査 Eさん
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レーヴン色彩マトリックス検査 Eさん

•全体像を把握する能力が求められる［シリー
ズAB］で特に得点が上がっている。精緻化
段階の「5. 全体像をつかむ」が向上。
•この成長パターンは、Aさんと似ている。
•［シリーズB］も得点が伸び、特に精緻化段階
の「3. 自発的比較」能力や、精緻化段階の
「7. できるだけ頭の中だけで考える」意識、さ
らに仮説演繹的思考などが向上。
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レーヴン色彩マトリックス検査 Fさん
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レーヴン色彩マトリックス検査 Fさん

•［シリーズA］の受動性が大きく低下。能動的
に考えるように。

•入力段階の「8. 2つ以上の情報を同時に考
える」能力を要求される問題で誤答が多い。

•改善には、物事を比較する方法を教え、練
習することが必要。

•レイの複雑図形検査では、言語化がFさんの
記憶に関する機能の助けになるとわかった
のだった。
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詳しくは ノウフクマガジン＃７８の記事へ
https://noufuku.jp/magazine/post-20230913/



今後の課題と展望

•他の認知能力を必要とするテストの実施

•より大きな母集団での検証

•全日制で学べる認知発達専門の学校のよう
な場
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これを機会に、ぜひ繋がってください！


